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質
問　

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止

を
図
る
た
め
、
カ
メ
ラ
を
搭
載
し

て
遠
隔
操
作
で
き
る
無
人
航
空
機

の
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、
個
体
数
や

生
息
地
域
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

ド
ロ
ー
ン
を
所
有
す
る

消
防
署
と
も
検
討
し
た
が
、
事
故

カメラ搭載のドローン

や
災
害
時
の
捜
索
、
救
助
以
外
は

夜
間
の
飛
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
な
ど
と
30
㍍
以
上
距
離

を
保
つ
と
い
っ
た
航
空
法
の
制
限

も
あ
り
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ク
マ
な
ど
の
出
没
防
止
策
と
し

て
は
、
生
ご
み
や
農
作
物
な
ど
を

放
置
し
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
市

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。

財
調
の
残
高
状
況
は

　

質
問　

復
興
関
連
事
業
の
完
了

な
ど
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
の

歳
入
が
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。
そ
の
不
足
分
を
補
う
財
政

調
整
基
金
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
末
残
高
見

込
み
約
61
億
円
の
う
ち
、
国
へ
返

還
す
る
分
や
土
地
区
画
整
理
事
業

へ
の
充
当
が
決
ま
っ
て
い
る
分
を

除
い
た
純
粋
な
基
金
残
高
は
約

44
億
円
と
な
る
見
込
み
。
本
市
の

財
政
規
模
を
考
え
れ
ば
十
分
な
蓄

え
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
測
の
災

害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
で
も
市

独
自
の
施
策
展
開
が
可
能
と
考
え

て
い
る
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

　

質
問　

最
近
の
教
育
現
場
は
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
課
題
は
何
か
。

　

答
弁　

昨
年
度
末
に
市
内
の
全

児
童
と
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
、
各
教
室
に
１
台
の
電
子
黒
板

を
配
備
し
た
。
そ
れ
ら
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
は
授

泊漁港（広田町）

　

質
問　

災
害
時
な
ど
に
お
け
る

自
助
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

平
時
か
ら
各
自
で
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
避
難

経
路
お
よ
び
避
難
先
を
確
認
す
る

こ
と
や
避
難
訓
練
へ
の
参
加
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

　

質
問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
、

観
光
振
興
を
推
進
す
る
。

　

質
問　

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
は
。

　

答
弁　

行
政
主
導
で
進
め
る
も

の
で
は
な
く
、
住
民
と
観
光
業
者

が
連
携
し
、
民
間
主
導
で
取
り
組

み
、
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行

う
こ
と
で
相
互
に
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。 防災教育

避
難
経
路
や
避
難
先
が
浸
水
し
て

し
ま
う
箇
所
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

答
弁　

広
域
避
難
と
し
て
、
高

台
に
あ
る
コ
ミ
セ
ン
や
学
校
へ
避

難
し
て
ほ
し
い
。

　

質
問　

子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災

教
育
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
自
然
災
害
か
ら

命
を
守
る
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
は

　

質
問　

区
画
整
理
区
域
内
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。

　

答
弁　

安
全
安
心
な
ま
ち
と
コ

ン
パ
ク
ト
で
便
利
な
ま
ち
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
利
便
性
を
高
め
る
工

夫
の
ほ
か
、
川
原
川
公
園
や
高
田

松
原
運
動
公
園
な
ど
を
中
心
商
店

街
か
ら
徒
歩
圏
内
に
配
置
し
、
歩

い
て
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
。

　

質
問　

避
難
場
所
と
し
て
の
本

丸
公
園
整
備
の
進
捗
は
。

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
使
用
材

料
の
納
品
に
時
間
が
か
か
っ
て
お

り
、
完
成
時
期
が
令
和
３
年
10
月

末
ご
ろ
に
な
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

今
後
の
観
光
振
興
策
は

　

質
問　

今
後
の
交
流
人
口
拡
大

に
向
け
た
計
画
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

地
域
資
源
を
い
か
し
た

鳥
獣
対
策
に
ド
ロ
ー
ン
は

　

航
空
法
の
制
限
に
よ
り
難
し
い

原
発
処
理
水
の
考
え
は

　
　

国
に
新
た
な
方
法
検
討
を
提
言

災
害
時
の
自
助
の
考
え
は

　
　
一
人
一
人
が
避
難
行
動
に
理
解
を 鵜浦 昌也
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質
問　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
漁
業
へ

の
影
響
は
。

　

答
弁　

県
内
で
初
め
て
漁
業
者

へ
の
影
響
調
査
を
実
施
し
、93
・
６

　

答
弁　

岩
手
県
市
長
会
に
お
い

て
、
十
分
な
説
明
と
慎
重
な
対
応
、

な
ら
び
に
処
理
水
は
海
洋
放
出
に

よ
ら
な
い
新
た
な
処
理
・
保
管
方

法
を
国
の
責
任
で
検
討
す
る
こ
と

を
提
言
し
た
。
今
後
も
県
や
県
漁

連
、
広
田
湾
漁
協
と
連
携
し
、
処

理
水
の
海
洋
放
出
に
は
絶
対
反
対

の
姿
勢
を
示
し
、
漁
業
者
へ
の
丁

寧
な
説
明
を
求
め
て
い
く
。

％
が
収
入
減
と
の
回
答
だ
っ
た
。

　

質
問　

市
独
自
支
援
の
成
果
は
。

　

答
弁　

昨
年
６
月
以
降
、
市
独

自
に
水
産
関
係
で
合
計
１
億
１
０

５
０
万
円
を
支
援
し
た
。
省
力
化

機
械
導
入
等
へ
の
経
営
継
続
補
助

金
に
は
市
独
自
に
か
さ
上
げ
し
、

申
請
し
た
市
内
80
人
の
漁
業
者

を
支
援
し
た
。
広
田
湾
産
水
産
物

販
売
促
進
補
助
金
は
、
道
の
駅
を

含
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
体
で
約

６
４
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
と
な

っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は
、
前

年
比
で
約
12
倍
に
増
加
、
新
規
顧

客
５
千
人
の
開
拓
に
至
っ
た
。　

質
問　

漁
船
漁
業
の
収
入
安
定

に
漁
獲
共
済
の
加
入
推
進
は
。

　

答
弁　

市
で
資
源
管
理
型
漁
業

の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
漁
獲
共
済
へ
国
補
助
の
増
額

も
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

を
検
討
す
る
。

　

質
問　

福
島
原
発
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
お
け
る
本
市
の
考
え
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

　

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付

額
が
１・５
倍
に
な
っ
た
要
因
は
。

　

答
弁　

委
託
業
者
に
よ
る
事
業

者
へ
の
研
修
や
個
別
訪
問
で
返
礼

品
が
充
実
し
た
こ
と
等
が
大
き
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
相
談
は

　

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
収

入
が
減
少
し
て
い
る
。
特
に
女
性

か
ら
の
相
談
や
対
応
は
。

　

答
弁　

昨
年
度
の
女
性
か
ら
の

相
談
は
２
３
７
件
、
う
ち
生
活
困

窮
の
相
談
は
７
件
。
そ
の
他
に
社

会
福
祉
協
議
会
で
の
相
談
は
32

件
。
直
接
の
面
談
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

活
用
で
専
門
機
関
に
つ
な
ぐ
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

業
の
振
り
返
り
や
整
理
が
手
軽
に

で
き
、
多
様
な
考
え
方
を
視
覚
的

に
確
認
で
き
る
な
ど
、
新
し
い
学

び
方
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
。

　

一
方
、
教
員
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
難
し
い
な
ど
戸
惑
い
の
声

も
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研

修
会
を
早
急
に
行
う
。
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